
●新年のごあいさつ
●足寄町の健全化判断比率
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野中正造さ
ん（111歳）男性長寿日本一おめでとうございます！
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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
平
成
29
年
の
す
が

す
が
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
29
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町長　安久津勝彦

議長　吉田　敏男

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
29
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が
多
い
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
足
寄
町
に
お
い
て
は
、

８
月
の
台
風
７
号
か
ら
約
１
カ
月
に
わ
た
り

台
風
が
立
て
続
け
に
上
陸
し
、
記
録
的
な
豪

雨
を
も
た
ら
し
、
旭
町
地
区
に
お
い
て
は
浸

水
被
害
が
発
生
。
各
地
域
に
お
い
て
畑
が
冠

水
し
、
道
路
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
不
安
な
日
々

を
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
と
し
ま
し
て
も
、
各
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が

一
刻
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
復

旧
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
災
害
に
お
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
関
係

機
関
団
体
・
各
位
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
台
風
被
害
の
復
旧
を
最
優
先
と

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
７
号
を
は
じ
め
と
す
る
一
連

の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
足
寄
町

に
お
い
て
も
過
去
に
類
の
な
い
大
き
な
被
害

が
発
生
し
、
ま
た
、
こ
の
大
雨
に
よ
り
主
要

農
作
物
の
生
産
も
大
き
く
落
ち
込
み
、
農
業

全
体
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
も
先
行
き
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
大
き
な

不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
第
一
次
産

業
に
大
打
撃
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方

を
注
視
し
、
地
域
を
守
る
活
動
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
相
変
わ
ら
ず
世
界
の
経
済
情
勢
の

混
乱
が
続
い
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
は

急
速
な
少
子
・
高
齢
化
、
本
格
的
な
人
口
減

少
社
会
が
到
来
し
特
に
多
く
の
自
治
体
で
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
の
低
迷
や
若
年

し
「
第
６
次
総
合
計
画
」「
足
寄
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
公
園
の
再
整
備
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
は
町
民
セ
ン

タ
ー
の
改
修
事
業
を
進
め
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
の
方
ま
で
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
明
る
く

健
康
的
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
足
寄
小
学
校
、
螺

湾
小
学
校
を
整
備
し
、
子
ど
も
達
が
安
全
・

安
心
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

地
方
の
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、「
緑
の
大
地
に
あ
ふ
れ
る
幸

せ　

安
全
で
安
心
な
ま
ち　

あ
し
ょ
ろ
」
を

実
現
す
る
た
め
、
町
議
会
と
の
連
携
の
下
、

全
力
で
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

人
口
の
減
少
に
よ
り
地
域
経
済
は
衰
退
し
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
過
疎
化
の
進
行
、

景
気
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
こ
そ
町
民
の
知
恵
を
結
集
し
、
更

な
る
本
町
発
展
の
た
め
、
希
望
の
持
て
る
町

政
の
実
現
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
足
寄
町
に
お
け
る
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
業
が
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発

展
し
て
い
け
る
よ
う
万
全
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
強
く
国
に
要
請
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

足
寄
町
議
会
は
、
執
行
機
関
と
と
も
に
地

域
住
民
の
代
表
と
し
て
、
町
行
政
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
克
服
の
た
め
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
明
る
い
未

来
と
希
望
に
満
ち
た
１
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

公 表

平
成
27
年
度
足
寄
町
の

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員

の
審
査
を
受
け
た
後
に
議
会
へ
報

告
し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
り
「
健
全
段
階
」「
早

期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
早

期
健
全
化
段
階
、
財
政
再
生
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化

計
画
等
を
定
め
、
計
画
に
従
っ
て

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
次
の

４
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
（
会
計
）
の
資
金
不

足
を
、
料
金
収
入
等
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
で
す
。

算
定
の
結
果

　

平
成
27
年
度
決
算
の
各
比
率
に

つ
い
て
は
、
表
の
通
り
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、

健
全
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
財
政
担
当

 

☎
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
３

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　　目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 　１４.６８％ ２０.００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 　１９.６８％ ３０.００％

実 質 公 債 費 比 率 ８.７％ 　２５.００％ ３５.００％

将 来 負 担 比 率 ―％ ３５０.００％

会 計 名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ―

２０.００％
国民健康保険病院事業会計 ―

簡 易 水 道 特 別 会 計 ―

公共下水道事業特別会計 ―

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率は該当がないため「－」

と表示しています。

※すべての会計で資金不足額がないため「―」と表示しています。

※総務省や北海道

のホームページ

で地方公共団体

財政健全化法関

係資料をご覧い

ただけます。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど
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　コーヒーなどを飲みながら介護のことなど

について気軽に相談ができる「結（むすび）

カフェ」が高齢者等複合施設むすびれっじで

開催され、約30人が参加しました。参加者は

テーブルを囲みながら会話を楽しんだ他、日

常のストレスや不安・痛みの軽減等に効果的

な「タッチケア」を体験しました。

11.23 交流を深める

11.27 女性のつどい

　町認定こども園どんぐり（佐竹桃代園長）

で０歳～４歳を対象にどんぐり体験保育が開

催され、22人が参加しました。当日は、うさ

ぎ組のお兄ちゃんやお姉ちゃんたちと一緒に、

テレビでおなじみの体操やままごとセット、

風船などで遊びながら楽しい時間を過ごしま

した。

11.17 会話をしながら整頓

11.16 仲良く遊んだよ

　子育て支援・学習と交流の会「すくすく」

が町民センターで開催され、会員など13人が

参加しました。整理収納アドバイザーの徳本

里栄さ
んはおもちゃを整理する際「使っていな

いでしょと決め付けるのではなく、どうした

いのか聞いてあげることが大事」と会話をし

ながら整理することの大切さを話しました。

　第37回足寄町女性のつどいが町民センター

で開かれ約３００人が参加しました。鳥羽農

場の鳥羽昇子さ
んや健康運動指導士の小林永枝

さ
ん、元日本ハムファイターズの選手で、野球

解説者の岩本勉さ
んらが講演。岩本さ

んはヒーロ

ーインタビューでのファンと交流する喜びや

努力することの大切さを語りました。

11.11 税について考える

11.１ 教育を考える

　次世代を担う高校生が自分自身の経験や体

験を通して、税の意義と役割について考えて

もらう「税に関する高校生の作文」の表彰式

が足寄高等学校（林満章校長）で行われ、島

津怜奈さ
ん（３年生）が十勝池田税務署署長賞

を受賞しました。島津さ
んは「税についてプラ

スな一面を知ることができた。今後も税の役

割について勉強していきたい」と抱負を述べ

ました。

　また、税について関心を持ち正しい理解を

深める、中学生の「税についての作文」の表

彰式が足寄中学校（長江教貴校長）で行われ、

本雄矢君（３年生）が十勝池田間税会会長

賞を受賞しました。本君は「税金が町の色々

なところで役立っていることを改めて知るこ

とができた」と受賞の喜びを話してくれまし

た。

11.14 さすまた講習
　町国民健康保険病院（村上英之院長）で、

防犯用器具さすまた等の実技講習会が開催さ

れ、職員39人が参加しました。本別警察署か

ら講師を招き、さすまたの使い方や身近なも

のを利用した対処方法を学びました。同署刑

事生活安全課の楠元啓太係長は「避難を最優

先し、すぐ警察に連絡してほしい」と述べま

した。

　平成28年度十勝教育を考えるつどいが町民

センターで開催され、管内の学校関係者ら３

５８人が参加しました。「地域ぐるみでふる

さとを拓く子どもたちを育む」をテーマに、

本町からは安藤達郎足寄動物化石博物館副館

長が地層の現場教育の取り組みなどを紹介し

ました。
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ふるさとの食材「ラワンぶき・
ハウス栽培イチゴ」などを活かして

左から栄養教諭の吉田美優さ
ん、調理員の廣田裕美さ

ん

写真提供：全国学校給食甲子園

　

日
本
に
す
む
キ
ツ
ネ
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
と

北
ア
メ
リ
カ
に
広
く
分
布
す
る
ア
カ
ギ
ツ
ネ

の
亜
種
で
、
本
州
か
ら
九
州
に
生
息
す
る
ホ

ン
ド
ギ
ツ
ネ
と
北
海
道
に
生
息
す
る
キ
タ
キ

ツ
ネ
が
い
ま
す
。

　

キ
タ
キ
ツ
ネ
は
夜
行
性
の
動
物
で
す
が
、

昼
夜
を
問
わ
ず
出
没
し
、
山
林
よ
り
も
畑
や

放
牧
地
、
市
街
地
で
よ
く
見
掛
け
ま
す
。
食

ま
す
が
、
秋
も
終
わ
り
に
近
付
く
頃
に
は
、

す
で
に
冬
毛
に
な
り
、
体
に
も
皮
下
脂
肪
を

蓄
え
て
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
切
る
準
備
が
整

い
ま
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
久
保
田
勝
義
・
内
海
泰
林
）

 

☎
25

－

２
６
０
８

肉
目
イ
ヌ
科
の
動
物
で
、

ネ
ズ
ミ
や
ウ
サ
ギ
、
鳥
類
、

昆
虫
な
ど
を
捕
ま
え
て
食

べ
、
秋
に
は
果
実
や
木
の

実
も
食
べ
ま
す
。
中
に
は
、

路
上
で
観
光
客
に
え
さ
を

ね
だ
る
も
の
や
ゴ
ミ
や
残

飯
を
え
さ
に
し
て
い
る
も

の
も
い
ま
す
。

　

キ
タ
キ
ツ
ネ
は
年
に
１

回
、
春
に
平
均
４
頭
の
子

ど
も
を
出
産
し
ま
す
。
子

ど
も
は
生
ま
れ
て
１
か
月

ほ
ど
経
つ
と
巣
の
周
囲
で

遊
ぶ
よ
う
に
な
り
、
約
10

カ
月
で
親
と
同
じ
大
き
さ

に
成
長
し
ま
す
。
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
親
は
厳
し
く

追
い
立
て
て
子
別
れ
を
し

ま
す
。
夏
毛
の
キ
タ
キ
ツ

ネ
は
非
常
に
貧
弱
に
見
え

冬毛のキタキツネと生後１カ月ほどの子ギツネ（円内）

キタキツネ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

7
Vol.

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と

で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

《
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国

が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て

い
る
他
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

保
障
さ
れ
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
他
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、

遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
で
あ
る
「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」

が
受
け
取
れ
ま
す
。

《
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度
》

・
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

・
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

※
平
成
28
年
６
月
ま
で
は
30
歳
未
満
、
平
成

28
年
７
月
以
降
は
50
歳
未
満
が
納
付
猶
予

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所
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０
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５
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－
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－
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３

　

役
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民
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戸
籍
年
金
担
当

 

☎
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－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

自
慢
の
献
立
で
２
０
０
４
校
の
頂
点
に

全
国
学
校
給
食
甲
子
園

　

12
月
３
・
４
日
、
全
国
学
校
給
食
甲
子
園

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
21
世
紀
構
想
研
究
会
主
催
）

の
決
勝
大
会
が
東
京
都
（
女
子
栄
養
大
学
）

で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
に
選
ば
れ
た
足
寄
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
伊
藤
啓
二
所
長
）
が
出
場
し
、
見
事
日
本

一
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

全
国
学
校
給
食
甲
子
園
は
、
食
育
の
重
要

な
役
割
を
担
う
学
校
給
食
の
充
実
を
図
る
こ

決
勝
大
会
で
は
、
60
分
で
６
人
前
の
調

理
と
後
片
付
け
と
い
う
こ
と
で
、
練
習
通
り

う
ま
く
で
き
ま
し
た
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
練
習
を
19
回
重
ね
て
き
ま
し

た
。
一
番
初
め
に
練
習
し
た
時
は
、
汁
物
と

団
子
だ
け
で
３
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。
時

間
内
に
調
理
と
後
片
付
け
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
15
回
目
位
か

ら
。
調
味
料
な
ど
を
容
器
に
小
分
け
す
る
な

ど
調
理
台
の
工
夫
や
、
練
習
を
続
け
る
こ
と

に
よ
り
、
作
業
動
線
も
ス
ム
ー
ズ
に
見
え
て

き
て
、
本
番
で
も
時
間
内
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

決
勝
大
会
を
終
え
た
感
想
・
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

吉
田
さ
ん　

本
番
を
含
め
20
回
も
調
理
し
た
の

で
、
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
少
し
寂
し
い
気
が

し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
な
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
責
任
を
も
っ
て
仕

事
を
し
た
い
で
す
。
栄
養
教
諭
と
し
て
、
地

元
生
産
者
の
思
い
を
い
か
に
伝
え
て
い
く
か

ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

廣
田
さ
ん　

新
た
な
足
寄
の
産
物
を
探
し
て
み

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
給
食
は
「
子
ど
も

た
ち
の
第
二
の
母
の
味
」
と
し
て
全
力
投
球

し
、
給
食
を
通
し
て
好
き
嫌
い
の
な
い
何
で

も
食
べ
ら
れ
る
子
ど
も
、
苦
手
な
も
の
が
あ

っ
て
も
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ
る
子
ど
も
に
な

っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

と
を
目
的
に
、
学
校
給
食
で
提
供
さ

れ
て
い
る
地
場
産
物
を
活
用
し
た
献

立
を
競
う
大
会
で
、
11
回
と
な
る
今

回
は
全
国
か
ら
２
０
０
４
校
が
出
場

し
、
決
勝
大
会
で
は
４
次
に
わ
た
る

審
査
を
勝
ち
抜
い
た
12
校
が
顔
を
合

わ
せ
、
本
町
か
ら
は
栄
養
教
諭
の
吉

田
美
優
さ
ん

と
調
理
員
の
廣
田
裕
美
さ
ん

が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

〈
献
立
〉

ラ
ワ
ン
ぶ
き
の
繊
維
た
っ
ぷ
り
飯
、

牛
乳
、
と
か
ち
マ
ッ
シ
ュ
や
バ
タ

ー
な
ど
十
勝
の
集
大
成
を
盛
り
込

ん
だ
タ
ラ
の
道
産
子
ホ
イ
ル
焼
き
、

カ
プ
レ
ー
ゼ
、
和
・
酸
辣
湯
（
サ

ン
ラ
ー
タ
ン
）、
温
泉
熱
ハ
ウ
ス

で
栽
培
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
（
ス
イ
ー

テ
ィ
ー
・
ア
マ
ン
）
な
ど
を
使
用

し
た
足
寄
産
物
３
色
団
子
・
十
勝

産
小
豆
添
え
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子
ど
も
の
死
因
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置

し
て
い
る
の
が
「
不
慮
の
事
故
」
と
い
う
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

長
年
に
わ
た
り
「
不
慮
の
事
故
」
が
子
ど

も
の
死
因
の
上
位
に
位
置
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
大
人
が
思
い
も
し

な
い
よ
う
な
行
動
や
反
応
を
す
る
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
消
費
者
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
費
者
庁
で
は

「
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

周
囲
の
大
人
が
注
意
を
払
い
、
対
策
を
立

て
る
こ
と
で
予
防
で
き
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

り
ま
す
。
注
意
点
や
対
処
法
を
学
び
、
未
然

に
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

０
歳
児
に
お
け
る
、
家
庭
内
で
の
事

故
で
一
番
多
い
の
は
？

０
歳
児
の
不
慮
の
事
故
死
の
う
ち
８

割
が
窒
息
死
で
、
中
で
も
就
寝
時
の

窒
息
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
１
歳
に

な
る
ま
で
は
で
き
る
だ
け
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を

使
用
し
、
子
ど
も
が
払
い
の
け
ら
れ
る
軽
い

掛
け
布
団
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
顔
が
埋
ま
ら
な
い
固
め
の
敷
き
布

団
・
枕
を
使
い
、
寝
か
せ
る
際
は
仰
向
け
に

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
他
の
窒
息
の
内
容
に

は
、
た
ば
こ
の
誤ご

嚥え
ん

や
吐
乳
も
含
ま
れ
ま
す
。

《
主
な
事
故
例
》

●
０
～
３
カ
月　

吐
乳
に
よ
る
窒
息
、
ふ
か

ふ
か
の
寝
具
に
よ
る
窒
息

●
３
～
６
カ
月　

た
ば
こ
の
誤ご

嚥え
ん

、
よ
だ
れ

か
け
・
衣
服
の
ひ
も
な
ど
に
よ
る
窒
息

●
６
～
９
カ
月　

ポ
ッ
ト
や
炊
飯
器
な
ど
で

の
や
け
ど
、
ナ
ッ
ツ
類
に
よ
る
窒
息

●
９
～
12
カ
月　

い
す
か
ら
の
転
落
、
薬
や

化
粧
品
・
洗
剤
等
の
誤
飲

１
～
３
歳
児
の
幼
児
の
事
故
で
気
を

付
け
る
こ
と
は
？

子
ど
も
の
立
場
（
目
線
）
に
立
っ
て

身
の
回
り
の
環
境
に
危
険
な
も
の
（
転

倒
・
転
落
・
や
け
ど
・
誤
飲
な
ど
に
つ
な
が

る
も
の
）
が
な
い
か
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
予
見
し
て
対
策
を
立
て
る
こ
と
で
、

期
発
見
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け
た

支
援
を
行
う
た
め
に
、
今
年
の
10
月
か
ら
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
家

庭
に
う
か
が
い
、
認
知
症
の
方
一
人
一
人
の

状
況
に
合
わ
せ
て
自
立
生
活
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
生
活
上
の
困
難

が
あ
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
り
本
人
や
家
族
が

ど
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
一
緒

に
確
認
し
、
お
お
む
ね
６
カ
月
を
目
安
に
本

格
的
な
介
護
や
医
療
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
集
中
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
介
護
事
業
所
等
へ
引
き
継
ぎ
を

行
い
ま
す
が
、
引
き
継
ぎ
後
も
支
援
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
随
時
か
か
り
つ
け
医

や
介
護
事
業
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た

り
、
情
報
共
有
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
本
人
や
そ
の
家
族
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
他
、
認
知
症
の
方
の
対
応
の

仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

誰
が
ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の
？

　

足
寄
町
に
住
む
40
歳
以
上
の
在
宅
生
活
を

し
て
い
る
方
が
対
象
で
、
認
知
症
の
症
状
な

ど
で
困
っ
て
い
る
際
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
宅

だ
け
で
な
く
遊
び
に
行
っ
た
祖
父
母
宅
な
ど

で
も
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
ガ
ー
ド
を
付
け

る
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

《
主
な
事
故
例
》

●
１
～
２
歳　

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
よ
る
窒

息
、
屋
内
外
の
段
差
か
ら
の
転
落
、
家
具

の
角
な
ど
に
よ
る
切
り
傷
・
打
撲

●
２
～
３
歳　

浴
槽
へ
の
転
落
・
溺
死
、
調

理
器
具
・
暖
房
器
具
・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
に
よ
る
や
け
ど
、
車
の
乗
車
時
に
関
す

る
事
故
（
指
を
挟
む
等
）

〈
例
〉

・
認
知
症
疾
患
の
診
断
を
受
け
た
り
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し
た
い
が
、
ど
う
し

た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

・
本
人
の
拒
否
な
ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

・
認
知
症
に
よ
る
症
状
が
強
く
、
介
護
や
対

応
に
困
っ
て
い
る
。

・
最
近
、
近
所
の
方
の
様
子
が
気
に
な
る
が
、

ど
う
対
応
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ど
う
や
っ
て
相
談
し
た
ら
い
い
？

　

最
近
は
認
知
症
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
相
談
の
多
く
は
認
知
症
が

　

子
ど
も
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
に

お
い
て
商
品
を
使
っ
て
い
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た

り
は
っ
と
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

消
費
生
活
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
故
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
よ

り
安
心
な
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

詳　
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足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
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－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

進
行
し
、
生
活
に
多
く
の
困
難
が
出
て
し
ま

っ
て
か
ら
の
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
は
早
期
診
断
・
早
期
対

応
す
る
こ
と
で
、
本
人
ら
し
い
生
活
が
で
き

る
期
間
を
少
し
で
も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
の
た
め
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
人
や
そ
の
家
族
、
民
生
委
員
、

近
所
の
方
、
介
護
職
員
等
ど
な
た
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　
　

細

 

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
25

－

９
２
０
０

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
50
回

　

今
回
は
、
認
知
症
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
に
つ
い

て
紹
介
す
る
ニ
ン
‼

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
は

何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
？

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
で

き
る
限
り
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
専
門
職
と
専
門
医
で
構
成
す
る

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
平
成

30
年
ま
で
に
設
置
す
る
よ
う
、
全
て
の
市
町

村
に
義
務
付
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
足
寄
町
で
も
、
認
知
症
の
早

「認知症の方の自立支援」の巻

QQ AA

《
髙
安
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

消
費
者
庁
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
安
全
メ
ー
ル
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
消
費

者
庁
」
に
登
録
す
る
と
、
思
わ
ぬ
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
や
豆
知
識
が
毎

週
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
ま
す
。
月
齢
・

年
齢
ご
と
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
と
そ

の
対
処
法
が
分
か
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
で
も
「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
を
配
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
安
全
メ
ー
ル
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
消
費
者
庁

http://w
w

w
.caa.go.jp/k

odom
o/pr

oject/index.php

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

https://k
rs.bz/k

ok
usen/s?p=

4

子どもを事故から守る！

プロジェクト

シンボルキャラクター
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あなたの声をまちづくりに
◆Ａメールはまちづくりの参考に
◆まちづくり懇談会は直接対話の場

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」
の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー

ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
致
し

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
24
地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
こ
と
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
ま
す
。

内　

容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し
ま

す
。

　

例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
町
長
と
の
ふ

れ
あ
い
懇
談
会
」
は
今
年
度
は
開
催
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
希
望

す
る
際
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

 

役
場
総
務
課
総
務
室
広
報
広
聴
担
当
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確定申告にマイナンバーが
必要になります！

■確定申告は期間内に行いましょう
　受付期間　２月16日㈭－３月15日㈬
　場　　所　役場会議室１

　対　　象　平成29年１月１日現在において足寄町に住所を有し、所得税、町・道民税、国民健康保険税の

確定申告が必要な方

　留意事項　給与・年金収入がある方については、源泉徴収票がないと申告できませんので必ずお持ちくだ

さい。また、１年間納付した国民年金保険料を社会保険料控除に含める場合は、日本年金機構

から送付される控除証明書（はがき）が必要となりますので、忘れずにお持ちください。その

他にも、確定申告が必要な場合がありますので、ご不明な点はお問い合わせください。

※「仕事をしていなかった」などの理由により無収入だった方は、一度その旨をご連絡ください。

確定申告には申告者本人や扶養親族の方のマイナンバーが必要です！

　確定申告の際には、申告する方やその扶養親族の方のマイナンバーを記載する必要があります。ま

た申告者本人の本人確認書類の写しを添付してください（控除対象配偶者、扶養親族および事業専従

者などの本人確認書類は不要です）。

■確定申告書等作成コーナーをご利用ください
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では所得税、消費税の申告書や青色申告決算書など

が作成できます。画面の案内に従って金額等を入力すれば税額などが自動計算されるため、税務署まで出掛

けなくても、自宅で簡単に作成することが可能です。

　この電子申告等データを作成すると、ｅ－Ｔａｘにより申告などを行うことができます。作成した確定申

告書は、印刷して税務署へ郵送等で提出できる他、作成したデータを保存し、翌年の申告時に読み込んで活

用することもできます。

　「確定申告書等作成コーナー」は１月４日㈬から利用することができます。24時間いつでも利用でき、初

めての方でも操作がしやすいのでぜひ活用してください。

国税庁ホームページアドレス　https://www.nta.go.jp/
　また、ｅ－Ｔａｘ利用開始の手続きや、ｅ－Ｔａｘソフトおよび確定申告書等作成コーナーの操作につい

ての質問は、ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク（☎０５７０－０１－５９０１）にお問い合わせくだ

さい。

詳　　細　町・道民税、国民健康保険税申告について　役場住民課税務室課税担当　☎25－２１４１内線２３２

　　　　　所得税、確定申告について　十勝池田税務署　☎０１５－５７２－２１７１

平成28年分から

マイナンバーが確認できるもの 身元確認ができるもの

通知カード、個人番号が

記載された住民票のうちいずれか１点

運転免許証、パスポート、写真付き住民

基本台帳カード等身元が証明できる書類の

うちいずれか１点

マイナンバーカード

※マイナンバー確認、身元確認どちらも可能
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ほんべつ豆まかナイト２０１７ 第36回しばれフェスティバル

　今年のしばれフェスティバルも、盛りだくさ

んの企画で皆さんをお待ちしています。ぜひご

来場ください。

開 催 日　２月４日㈯・５日㈰
場　　所　陸別町イベント広場（陸別町宇遠別）

内　　容　よしもとお笑いステージショー（デ

ニス、マテンロウ）、ご当地アイドルライブ

ショー（フルーティー）、キャラクターショ

ー（動物戦隊ジュウオウジャー）、しばれ花火、

大抽選会　他

しばれフェスティバル実行委員会ホームページ

http://shibare.com/

詳　　細� 陸別町役場産業振興課

 ☎２７－２１４１内線１３５

　今年で３回目を迎える「ほんべつ豆まかナイ
ト」では、本別産の豆を使った多彩なイベント
を企画しています。子どもから大人まで楽しめ
ます。ぜひお越しください。
日　　時　１月28日㈯　午後３時－８時
場　　所　本別町体育館（本別町北２丁目）
内　　容　豆祈祷、“激”鬼ごっこ、「豆」知識

○×クイズ大会、お笑いライブ、“激”豆ま
き＆鬼コンテスト、スタンプラリー抽選会、
豆寝風呂　など

　　　　　　　　　　　　※入場には前売券ま
たは当日券が必要
です（各５００円。
前売券にはジャン
ボ義経小鍋付き）。

本別町商工会ホームページ
http://www.honbetsu.or.jp/shopping-street/mamemaka-night/
詳　　細� 本別町商工会　☎２２－２５２９

国保病院の面会制限にご協力ください

節電にご協力ください

筆界特定制度をご存じですか？

高齢者雇用促進に係る
助成金を交付します

高等工科学校入学試験

緊急通報は１１０番
相談電話は＃９１１０に！

　インフルエンザの流行時季に入り、町内でもインフルエンザ感染者が

増加傾向にあります。

　国保病院では、感染症の流行期に入院患者の方への感染防止のため、

病棟での面会を制限する場合があります。

　なお、ご家族で面会を希望される方は病棟の職員までお声掛けくださ

い。ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

詳　細� 国民健康保険病院　☎２５－２１５５

　この冬はさまざまな電力供給対策に取り組むことにより、電力を安定

供給するために最低限必要な供給予備力は確保できる見通しです。

　しかし、電力融通の制約や厳寒であることから、これからもご家庭や

事業所での節電にご協力ください。

ほくでんホームページ　http://www.hepco.co.jp/
詳　　細� 北海道電力㈱足寄営業所　☎２５－２０２９

　「筆界特定制度」は、土地が登記された際にその土地の範囲を区画し

た線（筆界）について、現地における位置を特定する制度です。

　筆界は所有権の範囲を画する線という意味を除いて、一般的にいう「境

界」と同じ意味で用いられています。

　隣の土地との境界について、その位置の認識が互いに違うなど、事案

によっては「筆界特定制度」を利用して解決できるかもしれません。不

明な点は、最寄りの法務局までお問い合わせください。

法務局ホームページ

http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/static/index.html
詳　　細� 釧路地方法務局帯広支局　☎０１５５－２４－５８３７

　65歳以降の継続雇用延長や65歳

までの定年延長を行う企業等に支

援を実施することになりました。

65歳以上への定年引上げ等を行う

企業に対し、65歳超雇用推進助成

金を交付します。導入する制度の

条件や補助額については、お問い

合わせください。

詳　　細� （独）高齢・障害・

� 求職者支援機構北海道支部

 ☎０１１－６２２－３３５１

応募資格　中卒（見込みを含む）

　17歳未満の男子

受付期限　１月６日㈮
試 験 日　１月21日㈯
自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所

 ☎０１５５－２３－８７１８

　１１０番通報は、緊急の事件・

事故などをいち早く警察に通報す

るための緊急電話です。

　１１０番通報に出た警察官が事

件・事故の内容に基づいて、必要

な事項を質問します。警察官が正

しく現場に到着できるよう、付近

の建物や住所などを慌てず落ち着

いて正しく答えてください。

　携帯電話で１１０番通報をする

際、車を運転しながらの通報は法

令違反となる場合がありますので、

車を安全な場所に停止してから通

報するようにしてください。

　緊急の対応を必要としない遺失

物・拾得物の届け出、手続きに関

する照会などは、最寄りの警察署、

交番・駐在所に、相談や警察業務

に関する意見・要望は短縮ダイヤ

ル「＃９１１０」にご連絡くださ

い。

詳　細� 北海道警察釧路方面本部

 ☎０１５４－２３－９１１０

訂正とおわび
　くらしのカレンダー12月号�

「年末の窓口」に一部誤りが

ありましたので、訂正してお

わびします。

（誤）動物化石博物館一般開放

　　28日　16：30まで

（正）動物化石博物館一般開放

　　29日　16：30まで

とかち広域消防事務組合の競争入札参加資格審査について

雪による被害を防止しましょう

　平成29・30年度において、とかち広域消防事務組合が発注する工事や

物品の売買、委託業務などの入札に参加を希望する事業者は、足寄町役

場またはとかち広域消防事務組合の競争入札参加資格審査申請が必要で

す。なお、とかち広域消防事務組合の競争入札参加資格審査申請は、帯

広市にて申請することができます。

受付期間　郵便申請：12月28日㈬まで

　　　　　持参申請：１月16日㈪－31日㈫
郵便申請の場合は当日消印有効です。また、持参申請は帯広市役所本

庁舎10階第２会議室までお持ちください。なお、土曜日、日曜日は受

け付けていませんのでご了承ください。

郵 送 先　〒０８０－８６７０

　　　　　帯広市西５条南７丁目１番地帯広市役所総務部契約管財課契約係

そ の 他　足寄消防署が行う競争入札のみを希望する場合は、足寄町役

場の競争入札参加資格審査に申請することで、競争入札参加資格者名

簿に登録されます。また、それ以外の場合は一度お問い合わせください。

詳　　細

� とかち広域消防局総務課施設装備係　☎０１５５－２６－９１２１

町の競争入札参加資格申請を受け付けます

　平成29・30年度に町が発注する工事や製造の請け負い、物件の買い入

れ等の入札または見積もり合わせに参加を希望する方は、町が定める申

請書を提出してください。なお、詳細は町ホームページでも確認するこ

とができます。

受付期間　２月１日㈬－28日㈫
足寄町役場ホームページ　http://www.town.ashoro.hokkaido.jp/
詳　　細 役場総務課契約財産室契約担当　☎２５－２１４１内線３４２

　毎年、除雪作業中の死傷事故や吹雪に巻き込まれての遭難事故など、

雪による被害が後を絶ちません。日頃から気象情報に注意して、暴風雪

が予想されるときは外出を避けましょう。

　車で外出するときは、万一に備え、携帯電話を所持してください。運

転をしていて危険を感じたら、無理をせずに道の駅やコンビニエンスス

トアなどで天気の回復を待ちましょう。

詳　　細� 道総務部危機対策局危機対策課防火グループ

 ☎０１１－２３１－４１１１

募　　集

お知らせ

町職員人事異動

12月31日付退職者

伊東　綾

（特別養護老人ホーム介護士）
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☆あけましておめでとうございます。本

年も「広報あしょろ」をよろしくお願

いします。

☆その年の世相を漢字１字で表す「今年

の漢字」に、昨年は「金」が選ばれま

した。リオオリンピック・パラリンピ

ックにおける金メダルラッシュなどが

理由の一つに上げられています。

☆足寄町学校給食センターの全国学校給

食甲子園の優勝も、まさしく「金」。

本当におめでとうございます�
☆本年も、町民の皆さんがいろいろな場

面でご活躍されている姿を少しでも多

くお伝えできるよう頑張りますので、

これからも「広報あしょろ」をどうぞ

ご愛読ください。

小川　紗
すず

生
は

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年１月24日生まれ）

　歌とダンスで笑顔いっぱいに

してくれます。絵本に外遊びも

大好き。超甘えん坊だけど、好

奇心旺盛。パパとママのもとに

生まれてきてくれてありがとう。

� 憲一・裕美さ
んの子

� （上螺湾）
眞鍋　悠

ゆう

真
ま

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年２月24日生まれ）

　お姉ちゃんたちに遊んでもら

うのが大好きな悠真。一緒に歌

ったり踊ったり、毎日がにぎや

かです。これからもお姉ちゃん

たちと仲良く元気に育ってね。

� 晋太郎・美帆さ
んの子

� （北２条４丁目）

佐藤　千
せ

愛
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成27年１月20日生まれ）

　気が強くて、やんちゃな千愛。

お姉ちゃんが大好きで、いつも

まねをしたりけんかしたり、家

の中はにぎやか。これからも元

気で優しい子に育ってね。

� 悠莉果さ
んの子

� （南７条４丁目）


